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中学校理科の授業におけるユニバーサルデザイン（UD）の手立てを考案・実

施することにより、通常学級のすべての生徒が安心して授業に参加し学び合う

授業づくりを目指した。UDの手立てとは、授業中の生徒のつまずきを除く工夫

のことである。考案した手立て（（4つ）は、（ 授業に参加すること」 理解できる・

わかるようになること」の段階における生徒の困難さの解消を目指したもので

ある。これらの手立てを講じた授業を中学 1年 210名の生徒を対象に実施した。

授業前後のアンケート調査の結果から、考案した手立てを講じることは（ 参加」

 理解」の段階における生徒の困難さの解消につながると考えられる。それでも、

10％未満の生徒が授業における困難さを抱えていたことが事後調査によって判

明した。このような生徒にも有効な新しい手立てを考え、すべての生徒が安心し

て授業に参加し学び合う授業づくりを目指すことが引き続き求められる。 

 

 

 

 

 


